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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
未
曾
有
の
大
震
災
と
な
り
ま
し
た
。
放
映
さ
れ

る
津
波
の
脅
威
は
想
像
を
絶
し
、放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
恐
怖
も
一
層
被
害
を
大
き
な
も
の
に
し
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、今
、被
災
さ
れ
た
方
々
が
本
県
に
も
避
難
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、避
難
し
た
く
て
も
で
き
な
い
方
々
も
大
勢
い
ま
す
。
つ

ら
い
状
況
に
耐
え
な
が
ら
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
被
災
者
を
、新
庄
市
全
体
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
で
は
、三

月
十
八
日
に「
被
災
者
支
援
し
ん
じ
ょ
う
市
民
行
動
本
部
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
市
民
、企
業
、行
政
の
総
力
で
被
災
者
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
市
内
の
団
体
に
呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、急
な
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
団
体
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
者
か
ら
、し
っ
か
り
支
援
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、最
上
地
方
町
村
会
で
は
、最
上
広
域
の
八
市
町
村
が
力
を
合
わ
せ
て
、特
に
国
道
四
十
七
号
沿
い
の
地
域
に
つ
い
て
、最
上
総

合
支
庁
と
と
も
に
最
上
圏
域
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。
最
上
八
市
町
村
の
中
心
市
と
し
て
し
っ
か
り
責
任
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
援
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、被
災
者
を
専
門
に
サ
ポ
ー
ト
す
る「
被
災
者
支
援
室
」

を
総
務
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
炊
き
出
し
、生
活
用
具
の
準
備
な
ど
被
災
者
の
支
援
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
が
、し
っ
か
り
届
く
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
大
震
災
の
復
興
支
援
を
、市
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

復
興
支
援
宣
言
。
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三
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、本
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
施
政
方
針
や
施
策
を
提
案
し
、

一
般
会
計
一
三
九
億
四
、八
〇
〇
万
円
、総
額
二
二
七
億
九
、三
○
○
万
円
の
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
た「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」を
指
針
に
、雇
用
と
定
住
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
創
造
に
努
め
、地
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
施
政
方
針

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
。

特集

就
任
以
来
、「
人
行
き
か
う
ま
ち
」、

「
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」、「
人
学
び

あ
え
る
ま
ち
」を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
て
地
域
基
盤
力
を
最
大
限
引

き
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
、推
進
し
て
い

き
ま
す
。

■
人
行
き
か
う
ま
ち

―
経
済
力
の
強
化

　

人
や
地
域
の
交
流
を
図
り
、地
域
の

経
済
活
動
を
高
め
、市
民
所
得
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、新
庄
ま
つ
り

誘
客
百
万
人
構
想
を
掲
げ
、「
ふ
る
さ
と

応
援
隊
」の
組
織
作
り
を
進
め
ま
す
。

■
人
ふ
れ
あ
う
ま
ち

―
地
域
力
の
強
化

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
助

け
合
い
意
識
を
育
て
、お
互
い
に
支
え

あ
い
結
び
つ
き
を
深
め
ま
す
。

■
人
学
び
あ
え
る
ま
ち

―
教
育
力
の
強
化

　

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
自

立
し
た
人
材
育
成
、も
の
づ
く
り
産
業

の
求
め
る
人
材
育
成
に
向
け
た
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

■
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

　

今
年
度
か
ら
十
年
間
の
市
政
運
営
の

根
幹
で
あ
る
、ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

を
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
策
定
し

ま
し
た
。
将
来
像
を「
自
然
と
共
生　

暮
ら
し
に
活
力　

心
豊
か
に
笑
顔
輝
く

ま
ち　

新
庄
」と
し
、五
つ
の
基
本
目
標

を
定
め
、協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
将
来
像
の
実
現
に
向
け「
雇

用
・
交
流
の
拡
大
」「
安
全
・
安
心
の
充

実
」「
子
育
て
・
人
づ
く
り
」の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。
計
画
推

進
の
た
め
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参

画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
計
画
と
連
動
し
た「
第
四

次
新
庄
市
国
土
利
用
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。
土
地
の
有
効
利
用
と
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
居
住
環

境
の
整
備
と
効
率
的
な
土
地
利
用
を
推

進
し
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
大
綱

　
「
透
明
・
効
率
・
協
働
」を
基
本
理
念

と
し
、
①
市
民
参
加
・
協
働
の
推
進
、

②
行
政
運
営
の
効
率
化
、③
財
政
の
健

全
化
、④
機
能
的
で
活
力
あ
る
組
織
構

築
、⑤
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
職
員
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
で
も
、透

明
性
確
保
の
た
め
の
外
部
評
価
制
度

の
導
入
や
、ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に

連
動
し
た
組
織
改
編
と
人
材
育
成
を

図
り
ま
す
。

■
財
政
再
建
プ
ラ
ン

　

財
政
の
健
全
化
は
、市
民
の
皆
さ
ま

の
協
力
の
も
と
、平
成
二
十
一
年
度
決

算
で
実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
り
、着
実
に
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、財
政
は
再
建
途

上
に
あ
り
、財
政
再
建
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、内
部
管
理
経
費
の
削
減
や
施
設
の

計
画
的
な
改
修
、手
数
料
の
適
正
化
や

市
税
収
納
率
の
向
上
な
ど
の
財
源
確
保

対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

ス
タ
ー
ト

　

新
年
度
は
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
市
民
、企
業
、各

種
団
体
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
雇
用

の
拡
大
、子
育
て
環
境
の
充
実
、生
活
環

境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
交
流
拡
大
を
目
指
す
施
策
も
取

り
入
れ
、定
住
と
交
流
に
よ
る
活
力
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
広
域

連
携
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
包
括

的
な
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
地
域
の

中
心
都
市
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、

近
隣
町
村
と
の
共
存
共
栄
の
視
点
も
大

事
に
し
な
が
ら
、市
政
運
営
を
心
が
け

ま
す
。
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
い
た
だ
い
た
雪
対
策
、雇
用
の

確
保
、老
後
の
心
配
な
ど
生
活
課
題
を

解
消
し「
自
然
と
共
生　

暮
ら
し
に
活

力
心
豊
か
に
笑
顔
輝
く
ま
ち　

新
庄
」

を
つ
く
り
ま
す
。

平成２３年度施政方針
■新庄市まちづくり総合計画
　５つの基本目標を協働により推進

　　 ■行財政改革大綱
　　　「透明・効率・協働」を基本とした改革

　　　　 ■財政再建プラン
　　　　　これまでの取り組みを継続し財政運営を健全化

行きかうまち
経済力力

学びあえるまち
教育力

経

ふれあうまち
地域力

地域基盤力
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■
雇
用
対
策
の
充
実

　

現
在
の
最
大
か
つ
緊
急
の
課
題
で
あ

る
雇
用
対
策
で
は
、企
業
誘
致
を
推
進

す
る
た
め
に
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究

機
構
と
の
共
同
で「
企
業
誘
致
戦
略
」を

策
定
し
、市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

戦
略
的
な
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
」「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」、農

商
工
連
携
に
よ
る
六
次
産
業
化
を
図
る

「
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業
」に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
事
業
を
始
め
る
人
を
支
援
す

る「
起
業
者
借
入
金
利
子
補
給
制
度
補

助
事
業
」に
よ
り
、起
業
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
も
需
要
増
大
が
予
想
さ
れ
る
医

療
、福
祉
分
野
の
雇
用
、中
で
も
若
者
の

雇
用
の
拡
大
と
地
域
医
療
の
充
実
の
た

め
、「
看
護
師
養
成
機
関
設
置
」に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
に
再
開
し
た
、若
者
園
芸

実
践
塾「
勇
気
塾
」で
は
、農
業
振
興
の

一
翼
を
担
う
中
核
的
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
に
本
格
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

戦
略
的
作
物
の
選
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■
交
流
拡
大
の
た
め
に
…

　

貴
重
な
歴
史
的
財
産
で
あ
り
、市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
エ
コ
ロ

ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
、「
有
機
の
里
」づ
く

り
を
目
指
し
た
地
域
農
業
振
興
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、歴
史
文
化
資
源
と

し
て
の
保
全
や
農
業
公
園
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
で
き
る
場
と
し
て
、特

性
を
生
か
し
た
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
を
目
指
し

た「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行

客
）誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
は
、近
隣

の
湯
沢
・
大
崎
地
域
と
連
携
し
、初
め
て

海
外
訪
問
団
を
結
成
し
、誘
客
促
進
を

図
り
ま
す
。
最
初
は
、新
た
な
観
光
客

と
し
て
期
待
が
持
て
る
台
湾
か
ら
の
旅

行
者
向
け
に
、新
庄
ま
つ
り
や
未
体
験

の
雪
、温
泉
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
な

が
ら
、直
接
、現
地
で
の
要
望
を
把
握
し

ま
す
。
そ
れ
ら
を
お
も
て
な
し
の
気
持

ち
に
つ
な
げ
多
様
な
交
流
を
広
め
て
い

き
ま
す
。

まちづくり総合計画

重点プロジェクト平成２３年
主要事業の概要

雇用・交流
　拡大プロジェクト

雇
用
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て
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目
指
し

人
旅
行

は
、近
隣

初
め
て

画

交流
大プロジェクト



■
冬
の
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に
…

　

重
要
課
題
で
あ
る
雪
対
策
で
は
、こ

の
度
の
豪
雪
に
対
す
る
除
排
雪
な
ど
の

状
況
を
検
証
し
、将
来
に
向
け
た
克
雪

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。「
凍
結
防

止
剤
散
布
車
」を
更
新
し
、冬
期
間
の
円

滑
な
車
両
交
通
の
確
保
と
歩
行
者
の
安

全
を
図
り
、除
排
雪
体
制
の
さ
ら
な
る

強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、第
二
次
総
合
雪
対
策
基
本
計

画
に
基
づ
き
、「
沖
の
町
・
中
山
町
地
区

の
流
雪
溝
整
備
」「
市
道
五
日
町
金
沢
線

の
消
雪
施
設
整
備
」「
市
道
泉
田
二
枚
橋

線
の
防
雪
柵
整
備
」に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
た
め
に
…

　
「
民
間
立
保
育
所
施
設
改
修
事
業
」に

よ
り
、三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
育
需

要
に
対
応
す
る
ほ
か
、兄
弟
が
一
緒
に

保
育
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、学
校
図
書
館
支
援
制

度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
萩
野
地
区

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
校
」の
新
設

に
向
け
、学
校・家
庭・地
域
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を
目

指
し
、基
本
設
計
に
入
り
ま
す
。

■
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め
に
…

　

外
国
語
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、小
・

中
学
校
に「
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）」を
二
人
配
置
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、「
地
域
公
民
館
整
備

助
成
事
業
」を
再
開
し
、新
築
、改
築
、土

地
購
入
の
補
助
を
行
い
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
旧
山
屋
小
学
校
施
設
活
用
」で
は
、

宿
泊
機
能
も
備
え
た
研
修
施
設
と
し
て

地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、幅
広

く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

平成２３年度主な事業

■
安
心・安
全
な
生
活
環
境
の
た

め
に
…

　

県
の
推
奨
す
る「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
事
業
」で
は
、耐
震
、バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
の
改
修
支
援
を
行
い
、

住
宅
の
安
全
、安
心
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
推
進
し
な
が
ら
、民
間
事
業
者

へ
の
経
済
効
果
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
で
は
、効
率
的

な
耐
震
化
事
業
推
進
の
た
め
、残
り
す

べ
て
の
耐
震
診
断
を
繰
り
上
げ
て
今
年

度
中
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、診
断
結

果
に
基
づ
き
、「
沼
田
小
・
新
庄
中
体
育

館
の
耐
震
化
工
事
実
施
設
計
」を
行
い

ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、「
自
主
防
災
組
織
育

成
助
成
事
業
」に
よ
り
町
内
会
な
ど
と

連
携
し
、防
災
意
識
を
高
め
な
が
ら
、組

織
化
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
促
進
で

は
、「
公
共
下
水
道
処
理
場
長
寿
命
化
計

画
」を
策
定
し
、老
朽
施
設
を
更
新
し
計

画
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
合

併
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業
」を
再
開
し
、

設
置
促
進
に
よ
り
良
好
な
水
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。

　

子
ど
も
や
女
性
を
病
気
か
ら
守
る
た

め「
ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）・

小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
」予
防

接
種
を
全
額
公
費
負
担
で
実
施
し
疾
病

予
防
を
推
進
し
ま
す
。

雇用・交流拡大
プロジェクト

■企業誘致戦略策定事業／320万円
■ふるさと雇用再生特別基金事業

／4,445万7千円
■緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

／7,415万5千円
■地域雇用創造実現事業／25万円
■新規起業者借入金利子補給制度補助事業

／30万円
■母子家庭自立支援事業／338万4千円
■看護師養成機関研究調査事業／300万円
■若者園芸実践塾事業／1,603万4千円
■インバウンド誘致キャンペーン実行委員会
　負担金／332万5千円

安全・安心充実
プロジェクト

■凍結防止剤散布車整備事業／2,116万3千円
■沖の町・中山町地区流雪溝整備事業

／3,000万円
■五日町金沢線消雪施設整備事業

／6,571万5千円
■泉田二枚橋線防雪柵整備事業／2,022万円
■住宅リフォーム総合支援事業／1,500万円
■小中学校施設耐震診断事業／2,450万円
■小中学校施設耐震補強工事実施設計事業

／2,800万円
■自主防災組織育成助成事業／50万円
■公共下水道処理場長寿命化計画策定事業

／800万円
■合併浄化槽設置助成事業／2,290万円
■ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種事業

／6,624万円

子育て・人づくり
プロジェクト

■民間立保育所施設改修事業
／3,000万円

■萩野地区施設一体型小中一貫教育校基
本設計事業／3,800万円
■外国語教育推進事業／866万3千円
■地域公民館整備助成事業／100万円
■旧山屋小学校施設活用事業

／904万9千円

安全・安心
　充実プロジェクト

生
活

子育て・人づくり　
プロジェクト

人
材
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依存財源 
81億7,746万円 
（58.6％） 

 

自主財源 
57億7,054万円 
（41.4％） 

 

分担金・負担金 3億 2,648万円 （2.3％） 
諸収入 7億 5,327万円 （5.4％） 
使用料・手数料 2億 4,519万円 （1.8％）  
繰越金 1億 6,000万円 （1.2％） 
繰入金 1億 150万円 （0.7％） 
財産収入  503万円 （ － ） 
寄付金  64万円 （ － ） 
 

県支出金 9億 5,341万円 （6.8％） 
地方消費税交付金 3億 4,800万円 （2.5％） 
地方譲与税 1億 1,760万円 （0.8％） 
自動車取得税交付金  3,290万円 （0.2％） 
地方特例交付金  3,770万円 （0.3％） 
利子割交付金  700万円 （0.1％） 
交通安全対策特別交付金  780万円 （0.1％） 
ゴルフ場利用税交付金  540万円 （ － ） 
配当割交付金  360万円 （ － ） 
株式等譲渡所得割交付金  180万円 （ － ） 

市　税 
41億7,843万円 
（30.0%） 

 

地方交付税 
46億4,000万円 
（33.3%） 

市債 
7億6,790万円 
（5.5%） 

 

国庫支出金 
12億5,435万円（9.0%） 
 

歳入 
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予 
算 
当初 

平成23年度 
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物件費など 
消費的経費 
66億7,242万円 
（47.8%） 

人件費など 
義務的経費 
64億7,318万円 
（46.4%） 

投資的経費 
8億240万円 
（5.8%） 

　農林水産業費 7億2,174万円 （5.2％） 
　消防費 5億9,154万円 （4.2％） 
　商工費 8億2,810万円 （5.9％） 
　議会費 2億2,197万円 （1.6％） 
　労働費など 8,227万円 （0.6％） 

土木費 
13億7,842万円 
（9.9%） 
 
 

公債費 
17億764万円 
（12.2%） 

民生費 
42億3,469万円 
（30.4%） 

教育費 
12億796万円 
（8.7%） 

 
 

総務費 
14億2,508万円 
（10.2%） 

 

衛生費 
15億4,859円 
（11.1%） 

歳出 

※歳入・歳出の（　）は構成比です 
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当初予算について 
解説したものを 
市ホームページに 
掲載します。 

わかりやすい 
予算書 

�������	
��


���������	
� �������������	
��


� �������	

�
�
�������	
��


�������	�
�� ��
����������	
��

� ������	� �
��
�����������	
��

� �������� 	�
��
�������	
��


���������	
� ����
��������	
�

��������	
����
����������	
��
�

������������

��������	
��������	���
� � � �

���������	
� ���������

7 広報 4.11  2011



　

8

　健康診査のご案内

詳細は、市のホームページでご覧になれます。 http://www.city.shinjo.yamagata.jp/
◎詳しくは、総合政策課情報統計室へ。☎内線425

　今年度から下記の健診料金を引き下げました。生活習慣病の早期発見・早期治療のために、健診を受けましょう。

胃がん検診（４０歳以上）  ······················································· 2,000円 （４００円引き下げ）
　「がん検診、愛する家族への贈り物」あなたは、毎年がん検診を受けていますか。がんは死亡原因の第一位です。
新庄市はがんの死亡の中でも胃がんが最も多い状況です。命を守るため、がん検診を受けましょう。

特定健康診査（４０歳～７４歳の国民健康保険加入者）  ···· 2,000円 （5００円引き下げ）
治療中の方も受診できます。ぜひ受けてください。

セット健診（４０歳以上） 　子宮がん、乳がん検診を受ける場合はそれぞれの料金が追加されます。

■国民健康保険加入者（４０歳～７４歳） ··················································· 9,029円 （９００円引き下げ）
■後期高齢者医療証をお持ちの方 ··························································· 7,501円 （４００円引き下げ）
■その他の方 ························································································· 14,935円 （４００円引き下げ）
平成23年4～5月の健診日程   ＊健診対象者については保健事業のご案内(全戸配布)をご覧ください。

健 診 内 容 健 診 日 程 実 施 場 所

セット健診 ［男性］5月7日　［女性］4月19日・26日／5月10日・27日
最上検診センター

特定健診
健康診査
がん検診

［女性］4月22日・5月20日・30日

［男性・女性］5月16日・31日 保健センター

＊健診を申し込みの方には、個別に受診の案内を送付します。
　今年度の健診の申し込みはお済ですか。まだの人は１月に配布した申込書を提出するか、電話で申し込みください。

 ◎詳しくは、健康課健康推進室へ。☎内線５１６

新庄市個人情報保護条例

市の個人情報ファイルは保護されています
市には、次の個人情報ファイル（個人情報を記録した文書やデータ）があります。これらの個人情報は、

法令などで閲覧の定めがあるものを除いて、自分の個人情報以外は知ることができないよう条例で保護されています。
新庄市個人情報保護条例第１３条の規定に基づいて公表します。

住民記録データファイル 水道料金システムデータファイル 家屋図面
住民税データファイル 戸籍簿・除籍簿・改製原戸籍・戸籍附票等 農家・不動産・営業台帳
固定資産税データファイル 狂犬病予防法『飼養犬登録原簿管理システム』 営農飲雑用水使用料徴収台帳
軽自動車税データファイル 交通遺児名簿 農業集落排水使用量徴収台帳
課税状況データファイル 新庄市交通災害共済見舞金受付簿 農業集落排水使用者家族台帳
収納管理データファイル 新庄市交通災害共済見舞金一覧表 新庄もがみ農業協同組合口座振替一覧表
滞納整理データファイル 新庄市消防団員名簿 農業集落排水分担金徴収台帳
国保税データファイル 被保険者台帳（診療（調剤）報酬明細書） 新庄市水田情報管理システムデータファイル
口座管理データファイル 医療受給者台帳（診療（調剤）報酬明細書） 新庄市水田情報管理台帳
総合福祉データファイル 国民健康保険高額療養費データ 農家名簿
介護保険データファイル 老人保健高額療養費データ 緊急通報システム（やすらぎ電話）利用者台帳
こども手当データファイル 保健福祉相談記録票 在介・高齢者実態把握事業用データファイル
健康管理データファイル 母子保健カード 心身障害者扶養共済制度加入者台帳
老人保健データファイル 水栓所在地順明細書 生活保護者名簿
公営住宅データファイル 新庄２１地域スポーツクラブ会員名簿 精神福祉台帳
農業行政データファイル 確定申告書・市県民税申告書 特別障害者手当等給付事業用データファイル

年に一度は 
健康チェックを！
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公
務
員
魂

　
新
た
な
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
新
年
度
を
迎
え
る
前
に
三
月

二
十
三
日
に
人
事
異
動
の
内
示
を

行
い
ま
し
た
。

　
退
職
者
に
と
っ
て
は
、
残
り
少
な

い
日
々
を
過
去
の
思
い
出
と
と
も

に
書
類
の
整
理
や
事
務
引
継
ぎ
な

ど
を
行
う
、
当
た
り
前
の
年
度
末

風
景
が
三
月
十
一
日
に
一
変
し
ま
し

た
。
大
地
震
に
よ
る
災
害
対
策
本

部
の
設
置
、
ま
た
大
き
な
被
害
を

受
け
た
地
域
の
被
災
者
支
援
の
推

進
役
と
し
て
、
最
後
の
最
後
ま
で

全
力
で
取
り
組
む
姿
は
、
住
民
の

安
心
安
全
を
守
る
公
務
員
魂
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
さ
に
公
務
員
と
し

て
の
生
き
た
教
訓
で
す
。

　
送
別
会
の
な
い
幕
の
降
ろ
し
方
、

ま
た
東
日
本
の
多
く
の
学
校
で
卒

業
式
や
入
学
式
の
取
り
止
め
・
延
期

な
ど
、一
人
一
人
の
人
生
の
節
目
を
も
、

こ
の
地
震
が
破
壊
し
飲
み
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の

出
来
な
い
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も「
こ
う
し
て
元
気
に
最
後
ま

で
働
け
る
だ
け
で
あ
り
が
た
い
」と

い
う
言
葉
に
は
、
被
災
地
の
早
い

復
興
を
願
う
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
　

市コ
長ラ

ム

山
尾
順
紀

いきい
き

　新庄
人

　「演劇仲間に誘われ、少しでも避難している方の役に
立ちたいと読み聞かせＣＤの制作に参加しました」そう
話す田中さんは、中学校で教鞭をとるかたわら、新庄
市を中心に活動する劇団「東北幻野」のメンバーとして
活動しています。今回演劇仲間の提案に共感し、避難
所の子どもたちに聞いてもらおうと、おとぎ話や昔話
などの読み聞かせＣＤ作りに協力しました。
　「演劇は高校で3年間、東北幻野に入ってからは13
年目になります。東北幻野では、市民演劇祭で毎年演
劇公演を行い、市子ども芸術学校の演劇部門『キッズ
シアターS』の指導にもあたっています」今回のＣＤ制作
も、演劇仲間や舞台技術者など演劇をとおして築かれ
た関係が基盤となっています。
　「朗読する本は、自分たちで持ち寄りました。内容に
ついて全員で話し合いながら、対象を幼児から小学校
中学年までと想定しました。小さなお子さんに聞いて
もらいたいのはもちろんですが、大人の方々も大きな
不安と積み重なるストレスで押しつぶされそうな日々を
送っているのではないかと思います。この読み聞かせ
ＣＤを聞いてもらうことで、眠りに就くとき、避難所で
過ごす、ほんのひと時でも、心安らぐ時間をもっても
らえたらと思いながら作りました」ＣＤには被災者に向け
たオリジナルの応援歌も収録され、4月上旬には約30
枚が完成する予定です。出来上がったCDは、ボランテ
ィアグループを通じて避難所に無償で配布しようと準備
を進めています。
　今後も大好きな演劇活動を続けていきたいと語ってく
れた田中さん。演劇をとおした今回のようなボランティ
ア活動にも積極的に参加することで、外からの刺激を受
けて人間的にも成長していきたいと話してくれました。

読み聞かせＣＤで
　被災者の方に元気を

田中　美喜さん（鉄砲町）

しんじょうの郷土料理

ふすべ

旬を食べる

　辛味や香りを春一番
に楽しむ山菜料理。
　「ふすべ」には、つんと
くる、とがって刺さるなど
の意味があります。

【材料／６人分】

●葉わさび…100ｇ　●塩…小さじ1/2強
●しょうゆ…大さじ1/2強、みりん…少々
【作り方】

① わさびはきれいに洗い、茎、葉は細かく切り、根の方はさ
らに細かく切る。

② ふたつきの容器に切ったわさびを入れ、塩をひとつまみ
加え、沸騰した湯を浸るくらい注ぎ、しっかりふたをし密閉
する。

③ 大き目のボールに冷水を用意し、②を容器ごと入れ、あら
熱をとる。

④ ③を密閉した容器のまま冷蔵庫で冷やす。
⑤ ④を小鉢に盛り、しょうゆ・みりんをかけて食べる。

　熱湯をかけたら、すばやく冷やすことで、辛さがあり色の良
いものに仕上がります。葉わさびだけでなく、かぶの葉など
青味の葉物を使って作ることもあります。

　このコーナーでは、食生活改善推進協議会の郷土
料理教室で調理した料理を紹介しています。
　食生活改善推進協議会では、郷土料理教室をはじ
め各種料理教室を開催しています。詳しい日程や内容
などはお問い合わせください。
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。☎内線514

　　  調理のポイント☞
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●49
中
等
教
育
の
は
じ
め

　
〜
新
荘
中
学
校
の
創
設
〜

　

明
治
五
年
の
学
制
頒
布
に
よ
り
、

新
庄
で
も
、
翌
年
か
ら
小
学
校
が

順
々
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
前
に

記
し
た
。
山
形
県
令
・
三
島
通み
ち

庸つ
ね

は
、
県
民
の
中
等
教
育
へ
の
要
望
に

応
え
、
明
治
十
二
年
、一
郡
に
一
中
学

を
設
け
る
こ
と
を
通
達
し
、最
上
郡

内
に
も
、
最
上
中
学
校
が
開
設
さ

れ
た（
明
治
十
四
年
五
月
）。

　

し
か
し
、
明
治
十
八
年
、
内
閣
制

度
が
制
定
さ
れ
、
初
代
文
部
大
臣

に
森
有あ

り

礼の
り

が
就
任
、
翌
十
九
年
、
学

制
以
来
の
大
改
革
が
行
わ
れ
た
。

従
来
の
小
学
校
を
「
尋
常
小
学
」・

「
高
等
小
学
」
と
す
る
小
学
校
令

や
、一
県
に
一
中
学
校
と
い
う
中
学
校

令
等
が
発
布
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
最

上
中
学
校
は
廃
止
と
な
っ
た
。

　

山
形
県
の
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
、

山
形
市
に
「
山
形
県
尋
常
中
学
校
」

（
明
治
二
十
七
年
、「
尋
常
中
学
校
」

は「
中
学
校
」
と
な
る
）が
設
け
ら
れ
、

最
上
郡
か
ら
も
数
名
で
あ
る
が
入
学

し
た
。

　

明
治
二
十
四
年
か
ら
は
、一
県
に
数

校
の
中
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、最
上
地
域
で
も
中
学
校
の

設
置
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
た
。
同

三
十
年
に
は
、最
上
郡
会
が
山
形
県
知

本
宮
一
区
赤
十
字
奉
仕
団
が

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
本
宮
一
区

赤
十
字
奉
仕

団
は
、
地
域

に
お
け
る
奉

仕
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
そ
の

活
動
に
お
い

て
、
災
害
救

護
は
最
も
重
要
な
取
組
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
の
隣
県
か
ら

の
被
災
者
受
け
入
れ
に
お
い
て
も
、積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
会
と
一
緒
に
町
内
を
回
り
、

救
援
物
資
の
集
約
を
行
い
、す
ぽ
ー
て
ぃ

あ
に
お
い
て
は
、物
資
の
集
約
と
仕
分
け

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、避
難
所
で
は
大

学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
炊
出
し
も
行
い
ま
し
た
。
避
難
所
に
は

幼
児
も
お
り
、子
ど
も
た
ち
が
好
む
も
の

や
、一
日
二
食
の
た
め
腹
持
ち
の
良
い
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
炊
出
し
後
に
は
、被
災
者
の
方
が
洗
い

物
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
ほ
か
、と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
と
の
お
礼
の
言
葉
も
あ

り
、被
災
者
と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
た
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を
通

し
、人
を
思
い
や
る
心
を
地
域
に
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
宮
一
区
赤
十
字
奉
仕
団事

務
局
長
・
清
水
信
也
）

「
区
長
全
員
研
修
」開
催

市
の
地
域
づ
く
り
の
取
組
を
説
明

　
二
月
二
十
一
日
㈪
か
ら
二
十
四
日
㈭
ま

で
の
四
日
間
に
わ
た
り
、全
七
回
の
日
程

で「
区
長
全
員
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、
市
が
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
取
り
組
む
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
。
取
組
内
容
の
説
明
と
区
長
へ

の
協
力
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、今
後
い
く
つ
か
の
地
区
が
連

合
体
と
な
っ
て
、地
域
の
環
境
整
備
や
自

主
防
災
な
ど
に
取
り
組
み
、さ
ま
ざ
ま
な

地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
協
力
し
合
う

組
職
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
市
内
三
地
区
で
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　
市
の
取
組
に
併
せ
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
紹
介
し

た
い
特
長
的
な
地
域
活
動

が
あ
れ
ば
、総
務
課
秘
書
・

行
革
広
報
室
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◎
総
務
課
秘
書
・
行
革
広
報
室

☎
内
線
２
１
６

ふれあうまち

▲避難所で炊き出しの準備をする本宮一区
赤十字奉仕団員

地域づくりに
  挑戦しています！

第1号

地
域
づ
く
り
通
信



人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう

　　

　　　　　

●児童図書●

●一般図書●

たまちゃんの保存食·······················たくまたまえ 
もどさずできる乾物料理·················· 庄司いずみ 
今すぐ使えるかんたんTwitterツイッター入門
　··················································· 技術評論社
ＭＥＴＲＯ２０３３ 上・下···ドミトリー・グルホフスキー
夢で逢いましょう····························· 藤田　宜永 
家族のための愛情マッサージ·······吉川千明 監修
オモト（NHK趣味の園芸）·············· 榊原　八朗 
たてつく二人·································· 三谷　幸喜 
ドストエフスキーと父親殺し／不気味なもの···フロイト
悩みも苦しみもメッタ斬り！················美輪　明宏 
自分でつける戒名·························· 門賀美央子 
トコトンやさしい板金の本················ 安田　克彦 
家で作れる生スイーツ···················· 永田かおり 
遊ぶ！ 飾る！ かわいい！ 折り紙ドールハウス
　···················································山口　　真
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しんとしずかな、ほん··········デボラ・アンダーウッド
わたし、ぜんぜんかわいくない···クロード・Ｋ．デュボア
しごとをとりかえたおやじさん············ 福音館書店
本で調べてほうこくしよう················· 赤木かん子
名探偵コナン推理ファイル 数と図形の謎
　··········································青山　剛昌・原作
好きって伝えたい！恋キャッチ大作戦···実業之日本社
夢を追う人····································· 星野　道夫 
ラストラン·······································角野　栄子
旧校舎の黄金書···························· 日向理恵子
ラブ魔女ララとおかしの国のプリンセス
　··················································· 藤　真知子

事
宛
て
に
、山
形
中
学
校
分
校
設
立
の

建
議
書
を
提
出
し
た
が
、文
部
省
か
ら

は
不
許
可
と
さ
れ
た
。
同
三
十
二
年

二
月
の
勅
令
、
各
地
域
の
状
況
に
応
じ

て
一
校
以
上
の
中
学
校
を
増
設
す
べ
し

と
い
う「
改
正
中
学
校
令
」が
、こ
れ
を

大
き
く
好
転
さ
せ
た
。
分
校
設
置
が

許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る（
同
年
十
月
）。

　

明
治
三
十
三
年
四
月
一
日
、
当
時
の

新
庄
尋
常
高
等
小
学
校
内
に
山
形
中

学
校
新
庄
分
校
が
設
置
さ
れ
、
翌
年

七
月
に
新
築
校
舎
に
移
転
し
た
（
旧

新
庄
北
高
跡
。
現
新
庄
ふ
る
さ
と
歴

史
セ
ン
タ
ー
辺
）。
さ
ら
に
、
こ
の
分

校
は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
、
山
形
県

立
新
荘
中
学
校
と
し
て
独
立
、
山
形
・

米
沢
・
荘
内
中
学
校
に
次
ぐ
四
番
目
の

中
学
校
と
な
っ
た
。

　

こ
の
新
荘
中
学
校
は
、
も
ち
ろ
ん
現

在
の
県
立
新
庄
北
高
等
学
校
の
前
身

で
あ
る
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

　大正時代、東北の寒村に芸術家たちがつくっ
た理想郷「唯腕村」。村の後継者・東一は美少
女マヤと出会い、この村を自分の欲望のためだ
けに使うことを決意する…。小説の舞台は新庄
市に隣接する村の設定。

今月の本

今月のテーマ展示
『時　間』

　新年度、新生活、新しい環境。４月は何
かと忙しい時期。今月は、有効な時間の使
い方やゆっくり過ごすためのリラックス方法、
タイムトラベルの本など、時間に関する本を
展示します。たまには時間を忘れて読書に
没頭してみては。

蔵書検索

三
月
二
十
二
日
㈫
、
救
援
物
資
や

弁
当
三
千
食
を
積
ん
だ
市
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
が
宮
城
県
石
巻
市
に
向

け
出
発
し
ま
し
た
。
新
庄
市
と
石
巻

市
は
地
域
高
規
格
道
路
「
み
ち
の
く
ウ

エ
ス
ト
ラ
イ
ン
」
整
備
促
進
事
業
で
協

力
し
て
い
る
こ
と
か
ら
交
流
が
あ
り

ま
す
。
物
資
の
輸
送
に
同
行
し
た
市

職
員
が
見
た
被
災
地
・
石
巻
の
様
子
を

報
告
し
ま
す
。

　
「
十
六
年
前
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

と
き
に
も
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

神
戸
市
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
地
震
発

生
か
ら
十
一
日
目
の
石
巻
の
姿
は
、
神

戸
と
は
違
い
、
津
波
の
威
力
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

陸
地
に
乗
り
上
げ
た
漁
船
、
泥
と
が
れ

き
に
覆
わ
れ
た
道
路
…
…
。

　

市
役
所
に
は
仮
設
で
通
電
は
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、一
般
家
庭
で
は
い
ま

だ
に
電
気
も
水
道
も
使
え
な
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

支
援
物
資
集
積
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
総
合
運
動
公
園
は
、
全
国
各
地
か
ら

支
援
物
資
が
多
く
届
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
新
庄
市
で
も
㈱
ヨ
コ
タ
東
北
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
食
品
ト
レ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
新
庄
方
式
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
リ
サ

イ
ク
ル
容
器
二
種
類
、
四
万
八
千
個
を

は
じ
め
多
く
の
物
資
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
石
巻
市
の
担
当
者
か
ら

は『
避
難
者
の
数
よ
り
も
多
い
食
品
ト

レ
ー
、
大
変
助
か
り
ま
す
』
と
感
謝
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
に
届
け
ら
れ
た
多
く
の
支

援
物
資
を
、
各
避
難
者
の
元
に
届
け
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
」

 『ポリティコン 上・下』
 桐野　夏生／著

４月の
おすすめ

救援物資を宮城県石巻市へ
～地域高規格道路・みちのくウエストラインが

つなぐ支援の輪～



しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS
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■市民の善意がすぽーてぃあに集結
東北地方太平洋沖地震の被災者に提供する物資募集の
呼びかけに、4月2日現在で1,052人から約4万点に上る
物資が届けられました。皆さんからいただいた物資は、東
山スポーツハウスに避難している人たちのほか、要望に応
じて石巻市や大崎市などの被災地にも届けています。大
きく広がった市民の善意の輪。市ではこの善意を受け、今
後も被災者支援などに取り組んでいきます。

第２７回新庄節全国大会が開催
され、県内外から愛好者160人
が出場し、自慢ののどを競い合い
ました。入賞者は次の通りです。 
【大会入賞者】一般の部大賞・野口
久美子さん（中山町）、ジュニアの部
大賞・那須綾華(長井市)、シニアの
部大賞・中野シヅ子さん（東根市）

■第２７回新庄節全国大会（３月６日／市民文化会館）

新庄ベンチャークラブ(涌井朋
子会長)が、子どもたちの好奇
心や想像力を引き出したいと
「子どもミュージアム新庄バ
ージョン」を開催しました。子ど
もたちは展示品のおもちゃや
遊具を手に取り、さまざまな遊
びを体験しました。

■子どもミュージアム新庄バージョン（２月２７日／市民プラザ）

市民プラザと市民文化会館の
職員が県立新庄病院の入院患
者と家族病院職員を招き「ひな
まつりコンサート」を開催しまし
た。ひな人形が飾り付けされた
会場では、日本舞踊や昔語り、
民謡などが披露され、療養中の
楽しいひと時を過ごしました。 

■ひなまつりコンサート（３月１日／県立新庄病院）　

■市民文化会館での「卒業式」（３月１６日）
東北地方太平洋沖地震の余震による影響が懸念さ
れ、急きょ会場を市民文化会館に移して行われた新庄
中学校卒業証書授与式。慣れ親しんだ学び舎での卒
業式はできませんでしたが、生徒たちは、このたびの
大規模災害を助け合いの精神で乗り切る決意を新た
にし、笑顔で門出を祝いました。



TOPICS

■満100歳のお祝いに亀井銀蔵さん（小月野）に賀詞と記念品を贈呈（３月５日／舟形徳洲苑）

13 広報 4.11  2011

■新庄北道路開通（３月26日）
松本―十日町間を結ぶ国道１３号新庄
北道路が開通しました。この路線は、国
土交通省山形河川国道事務所が平成
１７年度から工事を進めてきた自動車
専用道路で、東北中央自動車道の一部
とされいます。延長は４．７キロ。高速交
通網整備の歴史の新たな１ページとな
りました。

■広がるボランティアの輪
東北地方太平洋沖地震の被災者に避
難所として提供している東山スポーツ
ハウスには、多くのボランティアが訪れ
ています。この日は、保育士の経験を
持つボランティアが訪れ、避難してい
る子どもたちに読み聞かせや紙芝居な
どを披露しました。このほか、食事の準
備やマッサージなどさまざまなボラン
ティアが避難生活を支援しています。

■八向中が新寿荘へ車いす寄贈
（３月８日／八向中学校）

地域の特別養護老人ホームで暮らすお年寄りに
使ってもらいたいと八向中学校の生徒たちが新
寿荘に車いす１台を寄贈しました。車いすは、ＰＴ
Ａや地域の人たちの協力により集められたアル
ミ缶などの資源回収の収益で購入。ＪＲＣ代表の
元木貴くんから新寿荘荘長へ手渡されました。

■企業も物資援助に協力
被災地の避難所で使ってもらいたいと、ヨ
コタ東北（横田健二社長）と静岡産業からリ
サイクル容器４８,０００個をいただき、市の
支援物資運搬車が石巻市、大崎市に届けま
した。このほか、無料入浴券の配布や無料
バスの運行、避難所での食事の提供など企
業による援助も広がっています。

■第６回市民プラザまつり
（3月6日）
趣味を超え広げよう愉しみの
輪をテーマに開催した第6回
市民プラザまつり。作品展示
（3月2日～7日）やステージ
発表（3月6日）で練習の成果
を披露しました。



イベントや行政案内など 
まちの情報を紹介するページです 4月の 
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表 紙 の 写 真

ぼくたちにできること。 ―スポーツ少年団・募金活動―

３月２０日・２１日の２日間、市内６つの少年
野球スポーツ少年団が、東日本大震災で
被災された人たちを支援したいとスーパー
の店頭などで募金活動を行いました。子
どもたちの呼びかけに賛同した市民から
の義援金は、合計で１２８万２９３８円。集
められた善意は、山形新聞、山形放送、
愛の事業団を通じて被災地へ届けられま
す。

平
成

23
年

4
月

11
日

号
（

N
o.640）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000
部

発
行

広
報

4

環境にやさしい植物油インキを
使用しています

2月末現在の新庄人
38,922人（39,293人）

女 20,309人（20,538人）
男 18,613人（18,755人）

世帯数 13,399世帯（13,424世帯）
2 月の異動

出生 	 14 人	（20 人）
死亡 	 49 人	（34 人）
転入 	 39 人	（52 人）
転出 	 105 人	（109 人）
※（ ）は1年前の住民基本台帳

〽
お
ひ
な
た
て 

孫
が
喜
び 

祖
母
の
顔

　

四
月
の
声
を
聞
き
季
節
は
春
と
な
っ
た

が
、
今
年
は
近
年
に
な
い
大
雪
で
大
変
な
年

だ
っ
た
。

　

各
町
村
で
は
ひ
な
ま
つ
り
が
二
日
か
ら

三
日
に
あ
り
、
昔
は
早
く
か
ら
仕
度
で
あ
っ

た
。
ま
ず
は
、く
じ
ら
餅
、小
豆
よ
う
か
ん

な
ど
た
く
さ
ん
作
り
、
小
さ
な
し
ん
こ
餅
に

色
付
け
し
た
り
、
稲
花
餅
、ニ
シ
ン
を
大
皿

に
五
匹
と
か
、
祝
い
の
煮
物
や
季
節
の
も
の
、

お
菓
子
を
お
膳
いっ
ぱ
い
に
お
供
え
す
る
。

こ
れ
が
み
な
家
々
の
手
作
り
で
あ
っ
た
。
雪

解
け
水
が
出
る
小
川
ば
た
の
銀
色
に
光
る

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
や
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
野
蒜
、
桃
の

花
も
お
供
え
す
る
。

　

こ
れ
が
新
庄
の
春
一
番
を
迎
え
る
行
事
で

あ
っ
た
。
お
ひ
な
飾
り
は
女
の
子
の
節
句

で
、子
ど
も
が
元
気
に
育
っ
た
こ
と
を
、神
々

に
桃
酒
を
あ
げ
て
お
祝
い
す
る
。
子
ど
も

た
ち
は
四
、
五
人
で
近
所
の
お
ひ
な
見
に

回
っ
た
。
「
お
ひ
な
見
に
来
ま
し
た
」
と
叫

ん
で
座
敷
ま
で
あ
が
り
、
家
人
か
ら
お
菓

子
な
ど
を
も
ら
う
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

　

農
家
は
四
月
に
入
る
と
稲
作
の
仕
度
に

忙
し
い
。
五
日
頃
は
清せ

い

明め
い

吉き
ち

日じ
つ

で
こ
の
日

種
子
の
塩
水
選
が
始
ま
る
。
終
わ
る
と
麻

袋
な
ど
に
入
れ
て
、
裏
の
池
や
小
川
や
せ
き

に
漬
け
込
む
の
で
あ
る
。

　

今
年
の
よ
う
な
大
雪
の
年
で
も
一
生
懸

命
雪
を
消
し
て
、
苗な

わ

代し
ろ

を
作
る
。
山
は
雪

で
下
り
て
く
る
春
風
が
冷
た
く
て
も
、
朝

氷
の
張
っ
た
苗
代
に
家
族
み
ん
な
が
素
足
で

入
り
、
牛
馬
で
代
か
き
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
十
日
を
期
に
し
て
種
子
の
芽
出
し
に
か
か

る
。
池
や
小
川
か
ら
種
子
を
取
り
出
し
て

水
を
良
く
切
り
、
家
の
庭
に
芽
出
し
の
床
作

り
、ワ
ラ
を
た
く
さ
ん
置
き
上
に
こ
も
を
敷

く
。
種
子
は
人
肌
の
温
か
み
の
四
十
二
度

の
お
湯
で
温
め
た
床
に
入
れ
て
、
二
晩
お
く

と
良
い
芽
が
出
て
く
る
。

　

旧
暦
四
月
一
日
は
綿
脱
ぎ
の
朔

つ
い
た
ちと
言
っ
て
、

冬
か
ら
の
綿
入
着
物
を
着
替
え
る
日
。
八

日
は
山
屋
の
薬
師
神
社
の
お
祭
り
で
あ
る
。

昔
は
戸
澤
藩
の
守
り
神
で
も
あ
っ
た
。
子

ど
も
の
は
し
か
や
悪
病
や
目
の
神
で
あ
る
。

各
家
で
は
お
祝
い
の
餅
を
つ
き
、
近
村
か
ら

お
参
り
で
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。
十
七
日
は

運
開
き
日
で
、農
家
の
休
日
で
も
あ
っ
た
。

　

生
物
が
芽
を
出
す
日
、
十
七
日
は
社し

ゃ

日じ
つ

で
、
昔
は
ツ
バ
メ
が
飛
ん
で
来
て
苗
代
の
泥

で
家
の
軒
下
に
巣
を
作
っ
た
が
、
見
な
く
な
っ

た
。
今
は
苗
代
も
無
く
、カ
エ
ル
の
鳴
く
声

も
あ
ま
り
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
世
の
中

も
変
わ
り
生
物
の
姿
も
消
え
て
し
ま
っ
た
の

か
…
と
言
わ
れ
て
い
る
。

〽
苗
代
に 

種
ま
き
終
え
て 

水
ぬ
る
み

カ
エ
ル
の
な
く
声 

八
十
八
夜

佐吉爺の民
あれこれ
具

さ きち じい

雪とまつりのふるさと新庄の先人たちは、知恵と技術を凝縮して機能的で美し
い民具をつくりだし、その文化は、現代も継承されています。民具の使い方や
機能について、当時の暮らしぶりなどをまじえて紹介します。

解説：伊藤佐吉さん（仁田山）

▲ふるさと歴史センターに展示しています。

モミシズメ
苗代のウネにまいた種モ
ミを沈めるための道具シロカキマンガ

水を入れた田んぼに馬や牛に引かせて代かきをした
道具。馬や牛があばれた時に傷をつけないよう綱
が外れる仕掛けも工夫されている。
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